
表1　本授業の進行による学生の変容過程　　　×否定的　△価値中立的　○肯定的　◎自覚的　

コ 学生の変容
日マ ねらい 教師の指導内容 即自 対自 対他
1 A (文章表現①の自由記述から重複して集計、n=33)

(以下は授業に対する期待)

件数 ×1△14○20◎0 ×1△0○23◎9 ×13△0○6◎1
1 B 対教師観察型の図解作成(自己表現の全体化)／生涯学習とは何か－自己決定活動の意義と可能性
1 C 教師指示型の出会いワーク(自己理解・他者理解・相互交流)／第一印象ゲーム
1 D (WS成果①から表札すべてを列記、丸数字は班番号)

× ①漠然としている。 ○ ②自己発見。 × ①グループ作業への
戸惑い。

○ ①退屈しなくて楽し
かった。

○ ②自分の生き方を考
えるべき。

× ①人見知り。

△ ②運の良し悪しがあ
る。

× ②自分について言葉
にするのは難しい。

○ ①自己紹介が楽し
かった。

○ ③ちょっと違った教
師像。

◎ ②自立よりも自律を
目標としよう。

○ ①他人への関心。

△ ③人生は運である。 ○ ②きまった形にこだ
わる必要はない。

○ ①人の悩みへの共
感。

○ ③適当もいいかも。 △ ②アンビバレンス。 ○ ①チームワークの誕
生。

○ ④学生が参加する授
業。

◎ ②運は変えられる。 ○ ①十人十色。

× ④うまくいかない。 ○ ③自分で決める人生 ○ ①他人の意見を参考
に△ ④運に左右されるこ

と。
○ ⑤自己発見。 ○ ②人は見かけによら

ない。

○ ⑥先生がおもしろ
い。

○ ⑤意地を張らずにマ
イペース。

○ ②他人を理解した
い。

△ ⑥＝小･中学校に
戻ったようだ。

○ ⑤肩の力を抜いて自
己決定。

○ ②他人から理解され
たい。

× ⑥慣れない作業は難
しい。

△ ⑤どうして自立する
のだろう。

◎ ②口で言わないとわ
からない。

× ⑥作業がめんどうな
ときもある。

○ ⑤なぜ自立しなけれ
ばいけないのか考え
るようになった。

○ ②場を与えられない
と、もしくは作らな
いと発言できない。

○ ⑤自立しようとする
心。

◎ ②人の長所も短所も
受容する。

△ ⑤停滞＝今のままで
もいいのではないか

○ ②他人とのチーム
ワークは大切。

○ ⑤変身願望＝今のま
まではいけない。

◎ ②自分の生き方は他
人を知らないと把握
できない。

◎ ⑤私なりの学習論を
2日間で見つけた

◎ ②自己は他者との関
わりの上に成立する

◎ ⑤生きているという
ことは、学ぶことに
つながる。

○ ③知らない人と話を
するのは楽しい。

△ ③人は見かけによら
ぬもの。

普通に(人並みに)△△
△△△△適当に△△△
のんびりと○○楽を選
んで△素直に○何とな
く△なるようになるで
△

いろいろ考えて◎◎◎
◎◎したいことをして
○○○○自己決定だが
疑問も◎◎価値観大切
に○考えなかった×自
分を探して一生懸命◎

流されるまま×××消
極的・受動的に×××
周りにまかせて××
「敵」から逃げて×親
から言われるままに×
「いい子」として×

何かを得たい○○○○
今までと違うから楽し
み○○○○生涯学習に
ついて知る○○○楽し
く(おもしろく)○○○
おもしろそう○○退屈
しないよう△△やる気
の出るよう○期待はな
い×

自己決定できるよう○
○○○自分知る・気づ
く○○○生き方のヒン
ト○○○WS・能動型授
業○○考え変わる○○
学習とは○○生き方を
見直す◎かしこく○生
涯学習理解の変化○

学生参加型不安××他
者の意見が参考○○フ
レンドリー○人見知り
をなくしたい○人間関
係のあり方○相手を正
しく理解○他者との関
係の中で自己確立◎

①どう生きてき
たか文章化する
ことにより自分
に気づく。
②授業への期待
の文章化によ
り、WS型学習へ
の感じ方を客観
的に認識。
③この授業が自
分自身のために
行なわれている
という認識をも
ち、参加意欲を
もつ。

①あなたの自己決定は
何によって阻害されて
きたのか。
②比べられるために生
まれてきた人はいない
はず。それなのにあな
たはなぜ表現をいやと
思っているのか。
③現代青年には、状況
主義的自分らしさの傾
向が見られる。それで
はあなたにとって「自
分らしい生き方」とは
何か。

教師介入型のグ
ループワーク
①本日のそれぞ
れのコマにおい
て自分が何に気
づいたかを列挙
することによっ
て、その気づき
を外在化する。
②カード式発想
法によって、同
じ授業を受けた
他者の異なる気
づきと出会い、
自分の気づきと
する。
③それらの気づ
きをグループで
図解化すること
によって、自己
と他者の気づき
を全体のなかで
とらえられるよ
うになる。

グループ作業への介入
内容
①早々と仕上げようと
しているグループに
「どう考えても早すぎ
る。一枚一枚味わっ
て、大切にすれば、そ
んなに早くできるわけ
がない」。
②大きな島が早々とで
きはじめているグルー
プに「こんなにたくさ
んのカードが集まるわ
けがない」。
③表層的な表札でまと
めているグループに
「このカードは、どん
な気持ちでいっしょに
なったの？　『みん
な』という表面的類似
性で集めてしまったん
だね」。
④停滞気味のグループ
に「一枚一枚読み上げ
て、わかるまで質問し
て、おしゃべりを楽し
んで」。
⑤学生参画型の是非だ
けでまとめつつあるグ
ループに「このねらい
は、賛成か反対かでは
ない。参加には苦しみ
もある。それを深め
よ」。
⑥「疲れた」という一
言だけのカードの取扱
いに悩んでいるグルー
プに「どんな疲れだっ
たのか深めて共感でき
れば、マイナス評価と
してもプラス評価とし
ても意味が出てく
る」。
⑦大詰めの段階で全員
に「このカードだけは
邪魔だなあというのが
あるだろう。都合の悪
い一匹狼をなんとか全
体の図に位置づけてみ
て」。
⑧最終段階で表札作り
に苦しんでいるグルー
プに「なんでこの２つ
をまとめたのか。何か
理由があるはず。どう
してもうまく表札がで
きないとしたら、この
２つをまとめたのが間
違いということかもし
れない」。



○ ③他人の中身を想像
するのは楽しい。

○ ③十人十色。
× ⑥人の考え方を受け

入れることは難し
○ ⑤第一印象はあてに

ならない。
○ ③問題の解決法も、

悩みも人それぞれ。
○ ⑥あんな自己紹介の

仕方もあるんだと
思った。

○ ⑤知らなかった人と
知り合えた。

○ ③人と話すのも悪く
ない。

○ ⑥図解を見ると、共
感できるものが多い
ことに気づく。

○ ⑤皆、悩んでいるん
だ。

△ ③妥協。

△ ⑥自立しなければと
思っている人が多
い。

○ ⑤他の人を知ること
で自分を知るいい機
会になった。

○ ③人生刺激が必要
だ。

○ ⑥出会いは楽しいも
のだ。

○ ⑤皆がどんなことを
考えているかわかっ
てよかった。

△ ④伝え方の難しさ。

○ ⑥人は見かけによら
ない。

◎ ⑤自分と異なる考え
方を許容できるよう
になった。

○ ④人との共感。

○ ⑥第一印象はそんな
にあたらない。

○ ⑤人は心の葛藤を抱
えているものだ。

○ ④先入観だけではダ
メ。

○ ⑥当てる人は当てる
んだなあ。

△ ⑥みとちゃんは自分
の授業に自信満々。

× ④人目が邪魔してで
きないことがある。

○ ⑥人を見た目で決め
付けてはいけない。

× ⑥先生の言っている
ことを受け入れられ
ないことがある。

◎ ⑤受動と能動の関係
が自己と他人との関
係に似ている。

件数 ×4△5○4◎0 ×1△3○10◎4 ×5△5○32◎6
2 A 教師主導型の対話と各グループによるプレゼンテーション(阻害要因の全体化)
2 B (WS成果②から優先・非優先の理由を列記、カッコは価値項目)

○ (健康)若いから無理
できる。

○ (健康)精神的健康か
ら楽しみや正義も生
まれる。

○ (愛)他のすべてが満
たされても一人ぽっ
ちでは意味がない。

○ (健康)健康でなくて
は何もできない。

○ (正義)正義とは常識
であり、自分にうそ
をつかないこと。

◎ (愛)奉仕も人に対す
る愛情。

○ (×健康)愛や楽しみ
があれば。

○ (正義)正義は究極の
自己満足。

○ (愛)愛情があるから
楽しみも味わえる。

○ (正義)悪いことはだ
め。

△ (正義)間違ったこと
をすると後味悪い。

○ (愛)一人では生きら
れない。

△ (×正義)自分がよけ
れば正義でなくても
よい。

◎ (正義)自己実現のよ
うに外には出さない
けれど、自分のポリ
シーとして守る。

○ (正義)警察や企業の
不正が多いので、そ
れではいかんという
気持ち。

△ (×正義)正義を突き
詰めすぎても、自分
が苦しくなるだけの
ときもある。

○ (正義)楽しいからと
いって正義を侵して
はならない。

◎ (×楽しみ)自分が楽
しむよりは、相手を
大事にしたい。

○ (楽しみ)健康よりも
お酒。

○ (×正義)話し合うま
では、正義を仰々し
いものに考えてた。

◎ (奉仕)少々自分を犠
牲にしても、他人の
ためにつくしたい。

△ (富)お金は必要。お
金がないと何もでき
ない。

○ (×奉仕)自分のこと
ができてなければ人
のことはできない。

△ (×奉仕)奉仕には相
手がいる。

△ (富)まず自分を大事
にするから、愛と富
と楽しみが同等。

× (×奉仕)他人より自
分のことで精一杯。

△ (×富)ある程度必要
だが、富というまで
は必要ない。

○ (名声)その場でほめ
られると、何でもし
てしまう。

△ (×奉仕)自分に余裕
がないと。

○ (名声)精神的豊かさ
につながる。

2 C (WS成果③から表札すべてを列記、丸数字は班番号)
2 D ○ ①一人の時間を大切に

する。
○ ①自分を認める。 ○ ①自己主張する。

(自己実現について
は1位が9人もいた
が、優先、非優先と
も記述がなかっ
た。)

教師指示型のグ
ループワーク
①価値観ゲーム
によって、自分
の価値観とその
判断基準の傾向
に気づく。
②他者の判断基
準の枠組が自分
とは異なること
に気づき、それ
をもとに他者に
対して共感的理
解ができるよう
になる。
③互いの異なる
価値観を認め合
い、肯定的関心
をもちあうこと
が、自己の受容
や自立にもつな
がることを認識
する。

①一対比較法ではつね
にどちらかを選択しな
ければならない。プラ
スとプラスの葛藤をや
やつらく感じることも
あるかもしれないが、
そのとき、なぜそちら
を選んだのかの判断基
準が「その人らしさ」
であり、異質の価値と
出会うことができよ
う。②(まとめとして)
ここでは異質な価値の
存在と出会った。それ
を受け入れられなかっ
た今までの自分に気づ
いたのではないか。そ
れはあなたの自立の過
程であり、社会的には
生涯学習社会創造の過
程である。③「正義」
や「奉仕」が1番の人
がいるグループに「他
のメンバーは『なるほ
ど、あなたの考えがよ
くわかった』というと
ころまで話し合っ
て」。④名声が高い人
に「1対多数では、1の
ほうもおもしろい。な
ぜ名声が一番なんです
か」。

教師介入型のグ
ループワーク
①本日のそれぞ
れのコマにおい
て自分が何に気
づいたかを列挙
することによっ
て、その気づき
を外在化する。
②カード式発想
法によって、同
じ授業を受けた
他者の異なる気
づきと出会い、
自分の気づきと
する。
③それらの気づ
きをグループで
図解化すること
によって、自己
と他者の気づき
を全体のなかで
とらえられるよ
うになる。

グループ作業への介入
内容
①早々と仕上げようと
しているグループに
「どう考えても早すぎ
る。一枚一枚味わっ
て、大切にすれば、そ
んなに早くできるわけ
がない」。
②大きな島が早々とで
きはじめているグルー
プに「こんなにたくさ
んのカードが集まるわ
けがない」。
③表層的な表札でまと
めているグループに
「このカードは、どん
な気持ちでいっしょに
なったの？　『みん
な』という表面的類似
性で集めてしまったん
だね」。
④停滞気味のグループ
に「一枚一枚読み上げ
て、わかるまで質問し
て、おしゃべりを楽し
んで」。
⑤学生参画型の是非だ
けでまとめつつあるグ
ループに「このねらい
は、賛成か反対かでは
ない。参加には苦しみ
もある。それを深め
よ」。
⑥「疲れた」という一
言だけのカードの取扱
いに悩んでいるグルー
プに「どんな疲れだっ
たのか深めて共感でき
れば、マイナス評価と
してもプラス評価とし
ても意味が出てく
る」。
⑦大詰めの段階で全員
に「このカードだけは
邪魔だなあというのが
あるだろう。都合の悪
い一匹狼をなんとか全
体の図に位置づけてみ
て」。
⑧最終段階で表札作り
に苦しんでいるグルー
プに「なんでこの２つ
をまとめたのか。何か
理由があるはず。どう
してもうまく表札がで
きないとしたら、この
２つをまとめたのが間
違いということかもし
れない」。

学生参画型の
ワークショップ
①自己決定阻害
要因の排除方法
について、自分
の思考方法に気
づく。
②他者のアイデ
アを取り入れ
て、自己の思考
方法を改善す
る。
③共同作業のな
かで多様なカー
ドを図解によっ
て系統立てるこ
とによって、共
同による発想法
を身につける。
④自分たちの思
考の結果を他の
グループに伝え
る意欲をもち、
そのための実践
力を身につけ
る。

①最後のこの時間は、
それぞれのグループで
勝手に方向を変えて
いってもよい。教師は
これまでのようには介
入しない。参画型でや
ろう。②相手をなんと
か理解しようと思っ
て、わからなければ
「どうして？」と聞け
ばよい。③突拍子もな
いアイデア大歓迎。④
社会との関わりのなか
で自己決定することの
難しさをメンバーの力
で何とかクリアしてほ
しい。⑤(まとめとし
て)信頼と共感は現代
人が求める人間関係と
いえる。生涯学習も、
人から学ぶことであ
り、人と出会うことで
ある。そこでは、水平
異質共生による癒しの
サンマづくりが重要で
ある。学歴社会におけ
る防衛的風土を超え、
「みんな違ってみんな
いい」(金子みすゞ
「わたしと小鳥とすず
と」)の支持的風土を
形成することが不可欠
である。自己決定活動
も、そのことによって
可能になるのだろう。



○ ①気楽に、気長に、プ
ラス思考。

○ ①自分の意志をもって
行動する。

△ ①他人を認めない・他
人を認める。

○ ②自分の気持ちに素直
になる。

○ ①目先のことにとらわ
れず気長にやる。

◎ ①他人の意見を消化し
た上で自己決定。

△ ③運。 ◎ ②自分が何をしたい
か、明確に整理する。

○ ①周りの意見に左右さ
れない。

◎ ④決定したあと起こる
かもしれない楽しいこ
とを考える。

◎ ②自分が本当に望んで
いるのは何なのか知
る。

○ ①人目を気にしない
力。

◎ ④成功したときのイ
メージをもつ。

◎ ②自分の本心を見失わ
ないようにする。

○ ①他人に頼りすぎては
いけないという意志を
もつ。

○ ④当たって砕けろで
チャレンジする。

○ ②視野を広くする。 ◎ ①意見を求められて
も、決めるのは相手だ
とわきまえる。

◎ ④一定期間、したいこ
とを実現してみる。

○ ②視点を増やす。 ○ ②人の目を気にしすぎ
ない＝案外他人は見て
いないもの。

◎ ④他人があきれるよう
な自分の世界を作って
しまう。

◎ ②第3者として客観的
になってみる。

◎ ②建前と本音のギャッ
プに気づく。

○ ⑤Going my way。 ◎ ②中立的立場に立って
冷静に考える。

◎ ②異なる価値観をもつ
人の意見も受け入れる
心構え。

○ ⑤案ずるより生むが易
し。

○ ②情報の選択利用。 ○ ②いろいろな人と話を
する。

○ ⑤とりあえず実行。 ◎ ②何回も考えるなか
で、答をみつける。

○ ②他人の意見に振り回
されすぎない。

○ ⑤強行突破。 ○ ②自己決定→成功→自
信。

○ ②他人の意見･情報を
参考にする。

◎ ⑤人生は後悔の繰り返
し。やりたいことを
やってみる。

◎ ②自己決定→失敗→原
因を考える→自己決定

○ ②周囲の意見を取り入
れられる柔軟性。

○ ⑤インドアではなく、
アウトドアでアクティ
ブに。

○ ③プライドをもつ。 ◎ ②自己決定阻害要因を
自己決定へのアドバイ
スと考える。

○ ⑥なんでもやってみ
る。

○ ③自己イメージの維
持。

△ ③妥協する。

○ ⑥解放できるときは解
放する。

○ ③ポリシーをもつ。 ○ ③敵を知る。

△ ⑥自己暗示。 ○ ③行動力をもつ。 ◎ ③自分をさらけ出す。

○ ③経験する。 ○ ③本当の自分を見ても
らう。

○ ③学習する。 ◎ ③周囲の意識を改革す
る。

○ ③己を知る。 ◎ ④仲間/味方をつく
る。

◎ ③自分の考えを変え
る。

◎ ④人に口に出すことで
自分の意志を固める。

◎ ③生涯学習＝自己決定
のための学習はずっと
続けていく。

○ ④いろんな人の話を聞
いて、世の中の広さを
知る。

○ ④自分のプラスの意見
を自分で評価する。

○ ④自分と同じ意見の人
の話を聞いて自信をも
つ。

◎ ④失敗しても生きてい
くことはできると考え
る。

△ ④頑張れという言葉で
すませてほしくない。

○ ④経験に頼らない。 ○ ④人の視線を無視して
みる。

◎ ④他人の目でなく、自
分の目を気にする。

○ ⑤自分は自分。

○ ⑤自分を見つめる。 ○ ⑤有言実行も不言実行
も。

◎ ⑤目標をもったとき、
自分を見つめなおす。

○ ⑤周りを見る。

◎ ⑤自分を客観視できる
ようにする。

○ ⑤周りの人の意見も聞
くが、自分の考えが大
事。

学生参画型の
ワークショップ
①自己決定阻害
要因の排除方法
について、自分
の思考方法に気
づく。
②他者のアイデ
アを取り入れ
て、自己の思考
方法を改善す
る。
③共同作業のな
かで多様なカー
ドを図解によっ
て系統立てるこ
とによって、共
同による発想法
を身につける。
④自分たちの思
考の結果を他の
グループに伝え
る意欲をもち、
そのための実践
力を身につけ
る。

①最後のこの時間は、
それぞれのグループで
勝手に方向を変えて
いってもよい。教師は
これまでのようには介
入しない。参画型でや
ろう。②相手をなんと
か理解しようと思っ
て、わからなければ
「どうして？」と聞け
ばよい。③突拍子もな
いアイデア大歓迎。④
社会との関わりのなか
で自己決定することの
難しさをメンバーの力
で何とかクリアしてほ
しい。⑤(まとめとし
て)信頼と共感は現代
人が求める人間関係と
いえる。生涯学習も、
人から学ぶことであ
り、人と出会うことで
ある。そこでは、水平
異質共生による癒しの
サンマづくりが重要で
ある。学歴社会におけ
る防衛的風土を超え、
「みんな違ってみんな
いい」(金子みすゞ
「わたしと小鳥とすず
と」)の支持的風土を
形成することが不可欠
である。自己決定活動
も、そのことによって
可能になるのだろう。



◎ ⑤自分をまず理解し、
よく考える。

◎ ⑤他人に自分を認めて
もらうより、自分が他
人を理解する。

○ ⑤自分を信頼する。 ○ ⑤根回しもある意味で
大切。

○ ⑤情熱を大切に。 ◎ ⑤他人に自分を理解し
てもらう土壌を作って
おく。

○ ⑤失敗も成功のもと。 ○ ⑤最後に決めるのは自
分自身。周りの意見は
単なる助言。

○ ⑤多くの正しい情報や
知識を得ておく。

◎ ⑤親は説得する。

○ ⑤冷静さ、平常心、余
裕をもつ判断力をも
つ。

◎ ⑤自分に厳しく、他人
にやさしく。

○ ⑥自分の目で見てよい
と思うことをする。

○ ⑤自分を強くもち、周
りに流されない。

○ ⑥変えられないのは運
だとあきらめる。

○ ⑥他人の目を気にし過
ぎないように。

○ ⑥自分を信じる。 ◎ ⑥相手と本気でやりあ
う。

○ ⑥自信をもつ。 ○ ⑥自らの意志を伝達す
る。

○ ⑥自分の価値観を大切
にする。

△ ⑥他者に無関心にな
る。

○ ⑥可能性を信じる。 △ ⑥親の希望が自分の希
望と同じだと思い込
む。

◎ ⑥あらゆる影響のもと
にも判断できる力をつ
ける。

◎ ⑥他者の意見に耳を傾
けはするが、最終的に
は自分で考え、自分が
決断。

◎ ⑥努力次第で変えられ
るものならば努力して
みる。

△ ⑥他者を否定するので
はなく、皆が他者を容
認できるようになれば
よい。

◎ ⑥自分をじっくり見つ
めて本当にしたいこと
を考える。

◎ ⑥親との交流を盛んに
し、本気でやりあえる
関係をつくる。

件数 ×0△2○11◎5 ×0△0○28◎17 ×0△6○23◎16


